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○一般高圧ガス保安規則の機能性基準の運用について（20190606保局第 3号）  新旧対照表 

（改正前欄に掲げる規定の傍線を付し、又は破線で囲んだ部分は、これに順次対応する改正後欄に掲げる規定の傍線を付し、又は破線で囲んだ部分のように改め、改正後欄に二重傍線を付した規定で改正前欄にこれに

対応するものを掲げていないものは、これを加える。） 

改  正  後 改  正  前 

一般高圧ガス保安規則の機能性基準の運用について 

制定 ２０１９０６０６保局第３号  令和 元年 ６月１４日 

改正 ２０２０ＸＸＸＸ保局第Ｘ号  令和 ２年ＸＸ月ＸＸ日 

 

 

別添 一般高圧ガス保安規則関係例示基準 

 

１．境界線・警戒標等標識 

［略］ 

高圧ガス製造事業所等の境界線及び警戒標は、次の各号の基準によるものとする。 

1．～3． ［略］ 

4．高圧ガスを移動する車両の警戒標は、次の各号の基準によるものとする。 

4.1 ［略］  

4.2 警戒標は、次に掲げるいずれかの大きさとすること。 

 

 

 

(1) 形状を長方形とする場合は、横寸法を車幅の 30％以上、縦寸法を横寸法の 20％以上。 

(2) 正方形又は正方形に近い形状とする場合は、面積を 600ｃｍ２以上。 

4.3 警戒標は、黒地に黄赤又は黄の明瞭に見える文字で「高圧ガス」と記載したものであること。 

標示の参考例 

    

 

5．～7． ［略］ 

 

９．ガス設備等に使用する材料 

［略］ 

1． ［略］ 

2．圧縮水素スタンド及び移動式圧縮水素スタンドの高圧ガス設備（常用の圧力が20MPaを超える圧縮水素

が通る部分及び常用の圧力が１MPa以上の液化水素が通る部分に限る。）にあっては、その種類に応じ、

次に定める材料(以下2.において「規格材料」という。)、規格材料と比較して化学的成分及び機械的性質

が同一であって板厚の範囲、製造方法又は形状が異なるもの、規格材料と化学的成分、機械的性質、試験

一般高圧ガス保安規則の機能性基準の運用について 

制定 ２０１９０６０６保局第３号  令和 元年 ６月１４日 

 

 

 

別添 一般高圧ガス保安規則関係例示基準 

 

１．境界線・警戒標等標識 

［略］ 

高圧ガス製造事業所等の境界線及び警戒標は、次の各号の基準によるものとする。 

1．～3． ［略］ 

4．高圧ガスを移動する車両の警戒標は、次の各号の基準によるものとする。 

4.1 ［略］ 

4.2 警戒標は、横寸法を車幅の 30％以上、縦寸法を横寸法の 20％以上の長方形とし、黒地の金属板に

JIS K5673(1967)安全色彩用蛍光塗料の蛍光黄による文字で「高圧ガス」と記載したものを標準とす

る。ただし、正方形又は正方形に近い形状の警戒標を用いる場合には、その面積を 600ｃｍ２以上とす

ること。 

［新設］ 

［新設］ 

［新設］ 

標示の参考例 

 

 

 

5．～7． ［略］ 

 

９．ガス設備等に使用する材料 

［略］ 

1． ［略］ 

2．圧縮水素スタンド及び移動式圧縮水素スタンドの高圧ガス設備（常用の圧力が20MPaを超える圧縮水素

が通る部分及び常用の圧力が１MPa以上の液化ガスが通る部分に限る。）にあっては、その種類に応じ、

次に定める材料(以下2.において「規格材料」という。)、規格材料と比較して化学的成分及び機械的性質

が同一であって板厚の範囲、製造方法又は形状が異なるもの、規格材料と化学的成分、機械的性質、試験
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- 3 - 
 

○液化石油ガス保安規則の機能性基準の運用について（20190606保局第 4号）  新旧対照表 

（改正前欄に掲げる規定の傍線を付し、又は破線で囲んだ部分は、これに順次対応する改正後欄に掲げる規定の傍線を付し、又は破線で囲んだ部分のように改め、改正後欄に二重傍線を付した規定で改正前欄にこれに

対応するものを掲げていないものは、これを加える。） 

改  正  後 改  正  前 

液化石油ガス保安規則の機能性基準の運用について 

制定 ２０１９０６０６保局第４号  令和 元年 ６月１４日 

改正 ２０２０ＸＸＸＸ保局第Ｘ号  令和 ２年ＸＸ月ＸＸ日 

 

 

別添 液化石油ガス保安規則関係例示基準 

 

１．境界線・警戒標等標識 

［略］ 

高圧ガス製造事業所等の境界線及び警戒標は、次の各号の基準によるものとする。 

1．～3． ［略］ 

4．高圧ガスを移動する車両の警戒標は、次の各号の基準によるものとする。 

4.1 ［略］  

4.2 警戒標は、次に掲げるいずれかの大きさとすること。 

 

 

 

(1) 形状を長方形とする場合は、横寸法を車幅の 30％以上、縦寸法を横寸法の 20％以上。 

(2) 正方形又は正方形に近い形状とする場合は、面積を 600ｃｍ２以上。 

4.3 警戒標は、黒地に黄赤又は黄の明瞭に見える文字で「高圧ガス」と記載したものであること。 

標示の参考例 

    

 

5．～7． ［略］ 

液化石油ガス保安規則の機能性基準の運用について 

制定 ２０１９０６０６保局第４号  令和 元年 ６月１４日 

 

 

 

別添 液化石油ガス保安規則関係例示基準 

 

１．境界線・警戒標等標識 

［略］ 

高圧ガス製造事業所等の境界線及び警戒標は、次の各号の基準によるものとする。 

1．～3． ［略］ 

4．高圧ガスを移動する車両の警戒標は、次の各号の基準によるものとする。 

4.1 ［略］  

4.2 警戒標は、横寸法を車幅の 30％以上、縦寸法を横寸法の 20％以上の長方形とし、黒地の金属板に

JIS K5673(1967)安全色彩用けい光塗料の蛍光黄による文字で「高圧ガス」と記載したものを標準とす

る。ただし、正方形又は正方形に近い形状の警戒標を用いる場合には、その面積を 600ｃｍ２以上とす

ること。 

［新設］ 

［新設］ 

［新設］ 

標示の参考例 

 

 

 

5．～7． ［略］ 
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○コンビナート等保安規則の機能性基準の運用について（20190606保局第 5号）  新旧対照表 

（改正前欄に掲げる規定の傍線を付し、又は破線で囲んだ部分は、これに順次対応する改正後欄に掲げる規定の傍線を付し、又は破線で囲んだ部分のように改める。） 

改  正  後 改  正  前 

コンビナート等保安規則の機能性基準の運用について 

制定 ２０１９０６０６保局第５号  令和 元年 ６月１４日 

改正 ２０２０ＸＸＸＸ保局第Ｘ号  令和 ２年ＸＸ月ＸＸ日 

 

 

別添 コンビナート等保安規則関係例示基準 

 

３．ガス設備等に使用する材料 

［略］ 

1． ［略］ 

2. 圧縮水素スタンドの高圧ガス設備（常用の圧力が20MPaを超える圧縮水素が通る部分及び常用の圧力が

１MPa以上の液化水素が通る部分に限る。）にあっては、その種類に応じ、次に定める材料(以下2.におい

て「規格材料」という。)、規格材料と比較して化学的成分及び機械的性質が同一であって板厚の範囲、

製造方法又は形状が異なるもの、規格材料と化学的成分、機械的性質、試験方法及び試料採取方法が極め

て近似的なものであって規格材料と材料の性質が極めて類似したもの、又は規格材料と比較して十分な耐

水素劣化特性を有していると認められるものを使用すること（ただし、法第56条の３に規定する特定設備

検査に合格した特定設備にあっては、特定則第11条に規定する材料又は特定則第51条の規定に基づき経済

産業大臣の認可を受けた材料を使用すること。）。 

2.1～2.5 ［略］ 

表（三） 
材料の種類 常用の圧力（82MPa以下）

における常用の温度 

ニッケル当量（注 1） 

JIS Ｇ3214(2009)圧力容器用ステンレス鋼

鍛鋼品(SUSF316、SUSF316L に限る。） 

-45℃以上 250℃以下 28.5以上（伸びが 42%以上に

あっては、26.9 以上） 

-10℃以上 250℃以下 27.4以上（伸びが 42%以上に

あっては、26.9 以上） 

20℃以上 250℃以下 

 

26.3以上 

JIS Ｇ3459(2016)配管用ステンレス鋼管 

（SUS316TP、SUS316LTPに限る。） 

-45℃以上 250℃以下 28.5以上（伸びが 50%以上に

あっては、26.9 以上） 

-10℃以上 250℃以下 27.4以上（伸びが 50%以上に

あっては、26.9 以上） 

20℃以上 250℃以下 

 

26.3以上 

コンビナート等保安規則の機能性基準の運用について 

制定 ２０１９０６０６保局第５号  令和 元年 ６月１４日 

 

 

 

別添 コンビナート等保安規則関係例示基準 

 

３．ガス設備等に使用する材料 

［略］ 

1． ［略］ 

2. 圧縮水素スタンドの高圧ガス設備（常用の圧力が20MPaを超える圧縮水素が通る部分及び常用の圧力が

１MPa以上の液化ガスが通る部分に限る。）にあっては、その種類に応じ、次に定める材料(以下2.におい

て「規格材料」という。)、規格材料と比較して化学的成分及び機械的性質が同一であって板厚の範囲、

製造方法又は形状が異なるもの、規格材料と化学的成分、機械的性質、試験方法及び試料採取方法が極め

て近似的なものであって規格材料と材料の性質が極めて類似したもの、又は規格材料と比較して十分な耐

水素劣化特性を有していると認められるものを使用すること（ただし、法第56条の３に規定する特定設備

検査に合格した特定設備にあっては、特定則第11条に規定する材料又は特定則第51条の規定に基づき経済

産業大臣の認可を受けた材料を使用すること。）。 

2.1～2.5 ［略］ 

表（三） 

材料の種類 規格材料の引張試

験又はミルシート

における絞り 

圧力・温度の条件 常用の温度におけ

るニッケル当量（注 1） 

JIS Ｇ3214(2009)圧力容器用ステンレス

鋼鍛鋼品(SUSF316、SUSF316Lに限る。） 

JIS Ｇ3459(2004)配管用ステンレス鋼管 

（SUS316TP、SUS316LTPに限る。） 

JIS Ｇ4303(2005)ステンレス鋼棒（SUS316

、SUS316Lに限る。） 

JIS Ｇ4304(2010)熱間圧延ステンレス鋼

板及び鋼帯（SUS316、SUS316Lに限る。） 

JIS Ｇ4305(2010)冷間圧延ステンレス鋼

板及び鋼帯（SUS316、SUS316Lに限る。） 

75%以上 常 用 の 圧 力 ：

82MPa以下 

常用の温度：－45

℃以上 250℃以下 

－45℃以上－10℃

未満である場合に

あっては 28.5以上 

－10℃以上 20℃未

満である場合にあ

っては 27.4 以上 

20℃以上 250℃以下

である場合にあっ

ては 26.3以上 

(下図参照。) 

（注 1）ニッケル当量は次式によって求めること。 

ニッケル当量（質量％）＝12.6×Ｃ＋0.35×Sｉ＋1.05×Mｎ＋Ｎｉ＋0.65×Ｃｒ＋0.98×Ｍｏ 




